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川越街道は、「川越往還」といい

中山道板橋宿から川越へ通じる

重要な交通路であった。

膝折宿は、川越街道四番目の

宿場として栄えたが、川越街道

を利用する大名が川越藩だけだ

ったため、宿屋が少なく旅人や

農民の利用する商家が多かった。

1 泉蔵院の鐘楼 2 -1 醤油醸造所 2 -2 醤油醸造所

2 -3 醤油醸造所 3 川越街道 4 材木店

である。

坂の頂上付近にあり、茶色の板壁、

切妻部に見える梁、白い壁の少し

古風な構えで目を引く建物である。

敷地内には白い壁が目立つ蔵が建ち、

新旧の醤油資料館も併設されている。

（写真は旧資料館）

南から街道を下り方面に向かい長い

上り坂でこれが膝折の名の由来か？

坂の麓に黒目川が流れ、坂の頂上

から振返る旧宿場の眺めが良い。

歴史を感じる旧漢字の看板が掛かる

石の門柱を入るとその先に木製

建具のガラス戸の店構えが印象

的な店舗がある。

立派な山門と銅板葺きの大きな緑青

色の屋根が目を引く本堂が建ち、境

内内にはシンプルな鐘楼が目を引く。

鐘は他の寺院よりかなり小さいもの

敷地内には木製醤油樽が

置かれている。
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5 黒目川 6 一乗院（閻魔堂） 7 観音様

8 住宅 10 工場

11 旅館 12 住宅 13 板塀のある通り

玄関のガラス戸に書いてある

屋号で旅館であることが分かるが

が見られる、両岸の護岸の緑も美し と建つ。

い。川に掛かる多くの橋が連なって

黒目川橋の上から綺麗な川の流れ 八角の緑の屋根のお堂が目を引く。 小さな観音様が通りの分岐点にポツン

見える景観も面白い眺めである。

使用されている。

縦格子のあるガラス窓、2階のガラス 黒目川の畔にある昔栄えたであろう

の小窓が目を引く、隣に建つ蔵の 伸銅工場の門、現在は他の用途で

土塀、灰色の瓦屋根、分厚い窓の扉

建具のガラス窓、木及び銅版の くぐり戸の奥に大きな瓦屋根の母屋

現在は廃業している。 雨戸、そして軒下に見える梁が目を が見え、木の雨戸にも落ち着きを

引く民家。 感じる。

黒いトタン張りの屋根、2階の木製 瓦屋根のある低めの板塀に囲まれ、

も印象的。
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14 住宅 15 店舗 16 街道（宿の町並み）

17 住宅 18 住宅 19 蔵

20 住宅 21 膝折郵便局 22 -1 脇本陣

黒くトタンに覆われているが、その下

に茅葺屋根がある。

黒い板壁、窓の縦格子が目を引く。

大きな瓦屋根とその頂上に載る こげ茶色の板壁、軒下の桁木と垂木、古い作りの民家が散在する町並みで

シャチホコ、木製雨戸、軒下に見える そして正面に掛かる古風な板の屋号 宿の中ほどと思われるあたり、車通り

梁、垂木の小口の四角形が目を引く。看板に目が行く。 も多い。

ベージュの高い壁と立派な木戸の奥 瓦屋根、窓の縦格子、側面のこげ茶 街道沿いにある白い壁が鮮やかな

美しい蔵、15年ほど前に新築したと

の事。（家人の談）

ガラス窓、木製戸袋が印象的で

に住居が建つ。 色の板壁が印象的で、軒下に見える

灰色の大きな瓦屋根、木製建具の 垂木も面白い。

白い塀の中、高い白い壁の蔵が印象 昔からここにあった郵便局であるが、

ある。

的な大きな民家。 かつての本陣跡地。郵便局は現在の

建物。

膝折－5



22 -2 街道（宿の町並み） 23 住宅 24 -1 一乗院山門

阿吽(あうん)像が睨む山門の先には

大きな瓦屋根の本堂が建っている。

24 -2 一乗院本堂 25 膝折市民センター 26 -1 氷川神社本殿

山に囲まれた広い敷地を持つ静かな

神社。鎌倉時代の創建と伝えられて

いる。

26 -2 氷川神社の池 26 -3 氷川神社境内 27 旧高橋家住宅

ようだ。 である。

脇本陣と白い蔵の町並みが往時の 白い漆喰壁とこげ茶色の下見板張の

街道脇の景色の一端を見せている 外壁がシンプルで印象的なデザイン

遠くからも目立つランドマークとなって

いる。

膝折宿で最も大きな寺院か、境内は コンクリート打放しの外観が美しく新

静かな雰囲気が漂う。 しい建物。上部の半円状のアーチが

高台にありながら池があり祠が祀られ自然豊かな広い境内は緑のランド 広く大きな茅葺屋根の主屋を中心に

ている。 マークとなっている。 納屋、蔵、井戸小屋等が庭、周囲の

雰囲気を醸し出す。

雑木林と相まって往時の武蔵野の

農家の風景を感じさせ、ゆったりした
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